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平成 22 年度第 2回スポーツ振興審議会（平成 22 年 10 月 29 日開催）での意見とその対応案 

 
 審議会での主な意見 対 応 案 

1 

基本理念では「スポーツ・フォア・オール」

となっており、施策の内容では「スポーツ・フ

ォア・オール（みんなのスポーツ）」となって

いる。基本理念にスポーツ・フォア・オールの

説明があるので「我が国ではみんなのスポーツ

と呼ばれている」などと記載して（みんなのス

ポーツ）は削除すればよいのではないか。 

基本理念のスポーツ・フォア・オールの説

明の部分に「我が国ではみんなのスポーツと

呼ばれている」という記述を追加し、施策の

内容に記載している「スポーツ・フォア・オ

ール（みんなのスポーツ）」の（みんなのス

ポーツ）は削除する。 

2 

競技力の向上については競技団体との連

携が不可欠であるため、基本理念に「スポー

ツ振興を担う組織間で連携・協働し、…」と

あるが、基本方針の「⑶ 競技力の向上」に

も「競技団体と連携して」などの記述を加え

たほうがよいのではないか。 

基本方針の「⑶ 競技力の向上」の部分

で、「ジュニア選手の育成・強化・・・」

の前に「競技団体等と連携した」という記

述を加える。 

3 

“新しい「スポーツ王国広島」”を目指す

ために、情報提供についても横の連携を充実

させ、魅力的な情報提供の方法を検討したほ

うがよいのではないか。 

情報提供についての横の連携を充実さ

せるため、推進施策「スポーツ施設やスポ

ーツイベント等に関する情報提供」につい

て、「･･･、スポーツ団体と連携しながら、

子どもから高齢者まで幅広く市民のニー

ズを的確に把握した情報提供を行う･･･。」

という記述に修正する。 

4 

幼児をもつお母さんにもスポーツを楽し

んでもらえる環境を整備してもらいたい。 

推進施策「スポーツ施設の利用促進」に、

「子育て世代の親が気軽にスポーツを楽し

むことのできる環境を整える」という記述を

加える。 

5 

幼児期の子どもたちが体を動かすことが

スポーツの発展につながると思う。「健康づ

くり・体力づくりに向けたスポーツの振興」

のところへ、幼児期からのスポーツ体力づく

りについて記載できないか。 

幼児期からのスポーツ活動を促進する観

点から、親子で楽しむことのできる運動教室

や体験教室など、幼児を対象とした事業の実

施について記載する。 

6 

推進施策の「広島市小学生体育連盟の活動

への支援」と「広島市スポーツ少年団の活動

促進」について、違いが分かりにくい。 

両団体とも同じ地域での活動なので、一本

化するのも一つの方法かと思う。 

広島市小学生体育連盟も広島市スポー

ツ少年団も対象が同じ子どもという点や

両団体の設置目的が「青少年の心身の健全

育成」という点では重複する部分があるこ

とから二つの施策を一本化する。 

7 

推進施策「広島市小学生体育連盟の活動へ

の支援」に「広島市小学生体育連盟が実施す

るスポーツ教室等に対する助成を行いま

す。」とあるが、細かすぎて 10 年の計画にな

じまないため、「支援を行います。」というよ

うな記述のほうがよいのではないか。 

「助成」を「支援」に修正する。 
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8 

推進施策「広島市スポーツ少年団の活動促

進」に「広島市スポーツ少年団活動に対する

保護者等の理解を促進…」とあるが、広島市

スポーツ少年団の保護者の理解は進んでお

り、地域の保護者の理解ということであれば

誤解の無いよう修正したほうがよい。 

広島市スポーツ少年団の活動の現状を

踏まえ、誤解を招かないよう、「子どもの

スポーツ活動を促進するため、広島市スポ

ーツ少年団や広島市小学生体育連盟の活

動の広報に取り組みます。」という記述に

修正する。 

9 

推進施策「武道場の整備」に「武道指導の

充実を図るため、…」とあるが、箱物だけ作

るのではなく武道の指導者が不足している

現状があるので、そういった記述も必要では

ないか。 

 ここでは、武道場の整備についての記述で

あるため、「武道指導の充実を図るため、」と

いう記述を削除する。なお、武道を含めた体

育・保健体育科の指導の充実については、研

修会を計画的に実施する旨を別記する。 

10 

推進施策「校庭の芝生化」に「…校庭の芝

生化について検討します。」とあるが、国の

方針等を考えれば「推進します」が適切では

ないか。 

 広島市においては、現在小学校 2校をモデ

ル校として、校庭の芝生化による成果と課題

を検証するとともに、効果的な活用や芝生の

維持管理の方法等について調査研究を進め

ており、第 5次広島市基本計画との整合を図

るため、「校庭の芝生化など、快適な教育環

境の確保に向けた施設の充実に取り組みま

す。」と改める。 

11 

推進施策「ジュニア選手の強化練習・指導

の充実」に、広島市小学生体育連盟が記載さ

れているが、団体の趣旨からすると少し違う

のではないか。 

むしろ、広島市スポーツ少年団を記載すべ

きではないか。 

広島市小学生体育連盟の規約の目的で

は、「広島市小学生児童の心身の健全な発

達を図るとともに･･･」となっており、競

技力の向上を目的とした団体ではないが、

同連盟と連携することにより、早い時期か

ら素質のある選手を発掘するという思い

から記載している。 

広島市スポーツ少年団については、同連

盟と同様に併記する。 

12 

推進施策「オリンピックのあり方を含めた

スポーツと平和に関する調査・研究」につい

て、10 年間の計画ということを考慮すると、

内容は残すにしても見だし部分のオリンピ

ックの文言は落とし、｢スポーツと平和に関

する調査・研究｣とすればよいのではないか。

オリンピックについては第 5 次広島市基本

計画の策定時と状況が変化しているので、明

記しなくてもよいのではないか。 

現時点では、オリンピック招致について

の方針が決定しておらず、流動的な状況で

あることから、基本計画の記述を踏襲し、

原案どおりとする。 

また、この表現であれば今後どのような

状況の変化があっても対応できる。 

 


